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1. は じ め に

図1のように,地盤等を削り取り,掘り起こす機械の

排土板に作用する力はいわゆる受動土圧であるが,それ

を解析するのに2次元の土圧理論を直接利用できない.

なぜなら,排土板の板幅が有限であるために,すべり面

の3次元影響および盛り上がった土の影響が多く,それ

を考慮せねばならないからである.すべり面を実際の現

象に対応するように仮定し,前方に盛り上がった土砂の

形状をうまく表現すれば,3次元の土模論を用いて解析

し得ることが前報に示された.1,5)前報では板幅内の盛り

上がり形状を一様としたために,排土板のアスペクト比

d/bが小さい場合に実験値と解析値の間に誤差を生じ

た.本論では,この点を修正して,より現実的な解析法

について述べる.

2.解 析 モ デ ル

定常状態で前進する長方形の排土板 (図2参照)

STUVを考える.板面と乱されない土表面との交線の板

中心に原点をとり,板の進行方向にⅩ軸,鉛直上向きに

Z軸,水平方向にY軸をとる.簡単のために,板は進行

方向の左右に傾きを持たない対称状態とする.板幅を占,

乱されない土表面からの板先端までの深さをdとする.

板面と水平面とのなす角材を開き角と呼ぶ.機械加工関

係では鉛直面とのなす角900-Qをすくい角と呼んでい

るが,ここでは排土板の傾きを開き角で表す.また,300

に>
盛り
上がった土

図1 土を盛り上げて前進する排土板
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≦符≦900の範囲で考え,すくい角は負にならないものと

する.著者らはガラス浸透法を用いて,このような排土

板の前方の土粒子の3次元的な変形を計測しており,

2･3･4)その結果,次の結論を得ている.

A.すべり面は板幅内の断面ではほぼ同一の形状をし

ており,平面とみなすことができる.

(A)アスペクト比〟∂が大きい場合

(B)アスペクト比d/bが小さい場合

図2 土の盛り上がり形状とすべり面の一仮定
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